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蜆
の
共
同
採
取

活
気

づ

く
十

二
漁
港

十
三
漁
業
協
同
組
合

（
秋
月
忠
孝
組
合
長

・
組
合
員
三
百
四
人
）
で
は
、
四
月
十
三

日
と
二
十

一
日
の
両
日
、
中
島
養
殖
場
か
ら
二
万
四
百
四
十
聴
の
シ
ジ
ミ
員
を
共
同
採

取
し
、
漁
港
は
久
し
ぶ
り
に
活
気
づ
い
て
い
ま
し
た
。

共
同
採
取
は
、
同
漁
協
の
事
業
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
十
六
隻
の
船
で
採
取
し
た

シ
ジ
ミ
員
は
十

一
人
の
業
者
の
手
を
経
て
、
主
に
北
海
道
方
面
へ
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

16隻の船で水揚げしたシジミを組合員総出で選別しました

ヽ
ヽ
ヽ

組
合
員
の
共
同
漁
場
で
あ
る
中
島
養

殖
場
の
シ
ジ
ミ
員
は
、
船
で
採
る
と
″
キ

ズ
″
が
つ
い
て
商
品
価
値
が
下
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
毎
年
期
日
を
定
め
て
一
人

三
俵
平
均

⌒百
二
十
ｋｇ
）
の
割
当
て
を

し
、
湖
に
入
っ
て
採
る
こ
と
だ
け
を
認

め
て
き
た
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
ど
行

っ
た
シ
ジ
ミ
員
の
共
同
採
取
は

十
三
漁
協
の
事
業
の

一
環
と
し
て
実
施
し
た
も

の
で
す
が
、
水
深
の
た
め
湖
に
入

っ
て
の
作
業

は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
船
で
採
取
す
る
こ
と

に
な

っ
た
も
の
で
す
。

長
い
問
採
ら
れ
て
い
な

い
漁
場
だ
け
に
、
採

取
さ
れ
た
員
の
質
は
非
常
に
よ
い
も
の
ば
か
り

で
し
た
が
、
″
死
貝
″
の
多

い
の
に
も
驚
い
て
い

ま
す
。
″死
貝
々
の
原
因
と
し
て
は
い
ろ
い
ろ
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
長
年
養
殖
し
て
き
た
た
め
に
シ

ジ
ミ
員
が
密
集
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
、
年

一
回
ぐ
ら
い
は
共
同
採
取
の
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
岩
木
川
か
ら
流
れ
つ
く
ゴ
ミ
や
ド
ロ

の
量
も
年
々
多
く
な
り
、
十
三
湖
や
内
水
面
漁

業
の
み
な
ら
ず
、
西
海
岸
の
沿
岸
漁
業
に
も
大

き
な
障
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
。

一
人

一
人
が
ゴ
ミ
問
題
に
取
り
く
み
、
き
れ

い
な
十
三
湖
を
取
り
戻
し
た
い
も
の
で
す
。

十二湖のシジ

十三漁協主任

亀 日 興―郎
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文
ビ

ー

◇
消
防
費
　
七
千
四
百
四
十

一
万

二
千
円
。
常
備
消
防
費

⌒津
軽
北

部
消
防
事
務
組
合
本
部
負
担
金
五

百
二
十
六
万
四
千
円
、
市
浦
分
署

負
担
金
六
千
十
七
万
九
千
円
）

非
常
備
消
防
費
六
百
三
十
九
万
五

千
円
。
消
防
施
設
費
二
百
四
卜
Ｌ

万
四
千
円

（大
田
消
防
屯
所
新
築

工
事
．
一百
万
円
）

◇
農
業
費

　

．億

一
千
八
百
八
十

万
四
千
円
『
農
業
委
晏
会
費
Ｆｉ

百
卜
四
万
五
千
円
。
（農
協
倉
庫
建

設
助
成
ｒｉ
た
十
万
円
、
天
災
資
金

利
子
補
給
費
補
助
金
九
百
九
十
三

万
六
千
円
。
農
業
共
済
事
業
会
計

繰
出
二
百
万
円
高
農
業
振
興
費
二

十
二
万
八
千
円
。
地
域
農
政
推
進

費
百
三
十
万
円
。
畑
作
振
興
費
二

十

一
万
六
千
円
。
水
田
利
用
再
編

対
策
費

一
千
二
百
六
十
二
万
四
千

円

（集
団
転
作
等
推
進
補
助
金
五

百
六
万
円
、
水
田
利
用
再
編
互
助

促
進
事
業
補
助
二
十
万
円
、
水
田

飼
料
作
物
作
付
推
進
肉
用
牛
肥
育

素
牛
導
入
事
業
費
補
助
金
六
百
万

円
）。
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
運
営
費

三
十
七
万
八
千
円
。

草
地
開
発
事
業
費
　
七
千
九
百

七
十
旭
万
七
千
円
。
（工
事
請
負
費

二
千
七
百
八
十
二
万
七
千
円

．
県

営
草
地
開
発
事
業
用
地
購
入

一
千

万
円
。
県
営
草
地
開
発
事
業
負
担

金
二
千
八
百
十
四
万
三
千
円
）ぅ
基

幹
集
落
セ
ン
タ
ー
運
営
費
九
十
七

万
三
千
円
ｒ

畜
産
業
費
　
五
千
六
百
二
十
三

万
四
千
円
。
（牧
人
賃
金
等
四
百
三

十

一
万

一
千
円
、
需
用
費
五
百
十

七
万
四
千
円
、
牧
柵
資
材

・
肥
料

一
千
八
百
万
円
）。
育
成
セ
ン
タ
ー

運
営
費
四
百
二
十
四
万
八
千
円
．

農
用
地
高
度
利
用
促
進
事
業
費
二

百
九
十
二
万
九
千
円
。
露
草
た
め

池
整
備
費

一
千
九
百
二
十
四
万
四

千
円
‘

◇
林
業
費
　
百
五
■
六
万
三
千
円
。

（林
業
総
務
費
九
万

一
千
円
、
林

業
振
興
費
百
四
十
七
万

一
千
円
）

◇
水
産
業
費
　
一
千
百
六
十
二
万

円

（水
産
総
務
費
百
三
十
二
万
三

千
円
、
水
産
振
興
費
一
千
二
十
九

万
八
千
円
）

労
働

・
商
工
費
に
つ
い
て
は
、

失
業
保
険
遠
隔
地
払
を
継
続
す
る

一
方
、
出
か
せ
ぎ
者
の
援
護
対
策

事
業
を
引
き
続

い
て
強
化
す
る
こ

ま
た
、
二
年
続
き
の
冷

・
災
害

に
よ
っ
て
不
振
の
続

い
て
い
る
商

工
業
者
に
対
し
て
は
、
経
営
体
の

自
立
活
動
に
期
待
ビ
な
が
ら
も
、

不
況
対
策
資
金
の
融
資
が
受
け
や

す

い
よ
う
に
、
そ
の
保
証
料
に
つ

い
て
補
助
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

◇
失
業
対
策
費
　
一二
十
九
万
九
千

円

⌒失
業
保
険
遠
隔
地
払
負
担
金

等
二
十
九
万
円
）

◇
労
働
諸
費
　
百
八
十
六
万
七
千

円

（出
稼
地
域
相
談
員
報
酬
、
出

稼
実
態
調
査
員
報
酬
二
十
三
万
二

千
円
、
安
全
就
労
推
進
集
会
、
出

稼
文
集
児
童
作
品
出
品
謝
礼
等
七

万
七
千
円
、
出
稼
文
集
印
刷
費
三

十
五
万
円
、
出
稼
組
合
助
成
二
十

万
円
、
県
出
稼
協
会
負
担
金
二
十

万
一
千
円
）

◇
商
工
費
　
一二
百
七
十
六
万
円
。

⌒商
工
会
助
成
四
十
五
万
円
、
不

況
対
策
資
金
融
資
保
証
料
補
助

・

県
信
用
保
証
協
会
貸
付
金
等
二
百

四
万
六
千
円
）、
観
光
費
九
十
五
万

二
千
円
。

◇
土
木
管
理
費

二
千
円
。

◇
道
路
橋
梁
費
　
七
千
四
百
九
十

五
万
五
千
円

（側
溝
補
修
等
賃
金

百
四
十
八
万
三
千
円
、
道
路
舗
装

・
側
溝
修
繕
工
事
六
百
万
円
、
砂

利
道
補
修
用
砕
石
、
側
溝
用
蓋
等

四
百
二
十
九
万
円
）

◇
道
路
新
設
改
良
費
　
五
千
二
百

二
十
七
万
九
千
円
。
（吉
野
線
改
良

工
事

一
千
三
百
二
十
万
円
、
岩
井

団
地
四
号
線
改
良
舗
装
工
事

一
千

五
百
万
円
、
山
の
井

一
号
線
改
良

舗
装
工
事
六
百
万
円
、
も
や
団
地

一
号
線
改
良
工
事
七
百
万
円
、
大

沼

一
号
線
改
良
舗
装
工
事

一
千
万

円
）

◇
河
川
費
　
十
八
万
七
千
円
。

◇
住
宅
費
　
一
千
四
百
九
万

一
千

円
。
公
営
住
宅
建
設
費

一
千
四
百

万
三
千
円

⌒公
営
住
宅
二
戸
建
設

一
千
三
十
六
万
八
千
円
）

◇
漁
港
費
　
一
千
六
百
万
四
千
円
。

（脇
元
漁
港
改
修
事
業
負
担
金

一

千
万
円
、
十
三
漁
港
局
部
改
良
事

業
負
担
金
三
百
万
円
、
脇
元
漁
港

関
連
道
整
備
事
業
負
担
金
二
百
七

十

一
万
六
千
円
）

◇
国
土
調
査
費
　
一ハ
百
九
十
二
万

七
千
円
。

◇
教
育
総
務
費
　
一二
千
二
百
八
十

四
万
二
千
円
。
教
育
委
員
会
費
三

十
六
万
七
千
円
。
事
務
局
費
三
千

二
百
十
万
五
千
円
。

◇
小
学
校
費
　
一二
千
四
十
五
万
五

千
円
。
（相
内
小
学
校
費
六
百
七
十

五
万
五
千
円
。
大
田
小
学
校
費
五

百
十
五
万
七
千
円
。
脇
元
小
学
校

費
六
百
六
十
六
万
九
千
円
。
十
三

小
学
校
費
六
百
三
十
三
万
八
千
円
）

◇
中
学
校
費
　
一ハ
千
二
十
万
八
千

円
。
⌒学
校
管
理
費

一
千
四
百
四
十

二
万
七
千
円
。
教
育
振
興
費
二
百

二
十
八
万
五
千
円
。
寄
宿
舎
運
営

費
四
千
三
百
四
十
九
万
六
千
円
）

◇
高
等
学
校
費
　
一
一百
八
十
万
三

千
円
。
（学
校
管
理
費
二
百
七
十
五

万
人
千
円
。
教
育
振
興
費
四
万
五

千
円
）

◇
社
会
教
育
費
　

一
億
八
千
七
十

二
万
八
千
円
。
社
会
教
育
総
務
費

四
百
四
万
六
千
円
。
公
民
館
費
二

百
三
十
六
万
四
千
円
。
文
化
財
保

護
費
十
七
万
五
千
円
。

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
費

一
億
六
千

九
百
七
十
八
万
七
千
円
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
運
営
費
四
百
三

十
五
万
六
千
円
。

◇
保
健
体
育
費
　
四
千
五
百
四
十

一
万

一
千
円
。
保
健
体
育
総
務
費

二
百
三
十
八
万
二
千
円

（市
浦
体

協
補
助
金
三
十
五
万
円
、
村
民
体

育
大
会
補
助
金
二
十
七
万
円
、
県

民
体
育
大
会
補
助
金
四
十
五
万
円
、

冬
期
ス
ポ
ー
ツ
大
会
八
万
円
、
冬

期
室
内
運
動
会
補
助
金
五
万
円
）、

学
校
給
食
費
二
千
九
百
二
十
八
万

五
千
円
。
学
校
管
理
費
七
十
九
万

三
千
円
。
海
洋
セ
ン
タ
ー
運
営
費

一
千
二
百
九
十
五
万

一
千
円

（艇

庫
船
揚
場
護
岸
工
事
等
六
百
万
円
、

剣
道
防
具
四
十
五
万
円
）

千
‐

百

万



加
レ
掛
ゆ
と
り
の
教
育
を

Ｂ
＆
Ｇ
十
三
海
洋
ク
ラ
ブ
で
″出
艇
式
″

海
と
山
と
湖
に
囲
ま
れ
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
十
三
小
学

校

（
阿
部
季
弘
校
長

・
児
童
数
九
十
人
）
で
は

″
ゆ
と
り
の

教
育
″
に
ヨ
ッ
ト
や
カ
ヌ
ー
等
を
利
用
し
た
海
洋
性
ス
ポ
ー
ッ

を
と
り
入
れ
て
、
そ
の
教
育
効
果
を
高
め
て
い
ま
す
が
、
四
月

二
十
二
日
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
前
潟
に
ヨ
ッ
ト
や
カ
ヌ
ー
等

を
持
ち
運
び

″
出
挺
式
″
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
昭
和
五
十
五
年
、
　

　

ン
ド

・
グ
リ
ー
ビ
フ
ン
ド
財
団

（略

阿
部
校
長
が
中
心
に
な

っ
て
、
学
　
　
称
Ｂ
＆
Ｇ
財
団

・
笹
川
良

一
会
長
）

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
同
校
子
供
会
が
　
自
　
　
に
働
き
か
け
、
昨
年
五
月
、
Ｂ
＆

然
を
活
用
し
た
″
ゆ
と
り
の
教
育
″　
　
Ｇ
財
団
か
ら
カ
ヌ
ー
十
艇
、
ョ
ッ

を
め
ざ
し
て
、
プ
ル
ー
シ
ー

・
ア
　
　
ト
五
梃
、
カ
ッ
タ
ー

一
梃
、
救
助

用
ボ
ー
ト

一
挺
が
届
け
ら
れ
た
こ

と
に
始
ま
り
ま
し
た

．

阿
部
校
長
は
じ
め
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係

者
六
人
が
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
主
催
の

講
習
会
等
に
参
加
し
て
初
級
育
成

士
の
資
格
を
取
得
す
る
な
ど
、
地

域
ぐ
る
み
で
Ｂ
＆
Ｇ
十
三
小
海
洋

ク
ラ
プ
を
誕
生
さ
せ
、
五
月
か
ら

十
月
ま
で
ク
ラ
ブ
活
動
と
ゆ
と
り

の
時
間
を
利
用
し
て
毎
週
三
時
間

続
け
て
き
た
も
の
で
す
。

出
艇
式
で
は
、
ョ
ッ
ト
や
カ
ヌ

ー
等
を
運
び
出
し
、
四
年
生
以
上

の
児
童
四
十
二
人
が
整
列
。

″
神
主
″
に
扮
し
た
小
田
桐
恭

一

同
校
教
頭
が
、
海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ

の
ル
ー
ル
説
明
や
安
全
祈
願
の
お

祓
い
を
し
た
あ
と
、
八
十
沢
良
蔵
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
が

「
強

い
体
と
豊
か
な

心
を
身
に
つ
け
、
立
派
な
人
間
に

海
洋
性
ス
ポ
ー
ッ
は
、
今
年
も

同
校
の
四
年
生
以
上
の
上
級
生
全

員
を
対
象
に

″
ゆ
と
り
の
教
育
″

の

一
環
と
し
て
十
月
末
ま
で
毎
毎

週
三
時
間
に
わ
た

っ
て
続
け
ら
れ

カ
ッ
タ
ー
で

入
賞
め
ざ
す

五
年
生
の
時
、
カ
ヌ
ー
を
や

っ

て
い
た
の
で
、
カ
ヌ
ー
だ
け
は
自

信
が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
ヨ
ッ
ト
や
カ
ッ
タ
「
も

で
き
る
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
る

の
で
す
が
、
目
標
と
し
て
は
、
県

内
の
予
選
を
勝
ち
抜

い
て
東
北
大

会
で
入
賞
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
先
生
方
の
教
え

を
よ
く
守
り
、　
一
生
け
ん
め
い
が

ん
ば
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

毎
日
が
楽
し

い

六
ヵ
月
ぶ
り
に
カ
ヌ
ー
に
乗
り

ま
し
た
が
、
こ
わ
い
と
い
う
よ
り

少
し
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
十
月
未
ま
で
ヨ
ッ
ト

や
カ
ヌ
ー
に
乗
れ
る
と
思
う
と
楽

し
く

っ
て

‥
…
。
天
気
の
よ
い
日

は
毎
日
で
も
乗
り
た
い
の
で
す
が
、

学
校
で
は
毎
週
三
時
間
に
決
め
て

い
ま
す
。
去
年
は
、
女
子
の
部
で

弘
前
に
負
け
た
の
で
、
こ
と
し
は

弘
前
に
勝

つ
こ
と
が
目
標
で
す
。

(5)広 報ι多ろ
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第

一
回
市
浦
村
ス
ポ
ー
ッ
賞
を

受
賞
し
た
人
た
ち

高
松
隆
三
　
市
浦
村
体
育
協
会

の
初
代
会
長
で
あ
り
、
昭
和
四
十

五
年
か
ら
十
年
間
会
長
を
務
め
、

市
浦
村
体
育
協
会
の
基
礎
固
め
を

す
る
と
と
も
に
、
村
民
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
貢
献
し

た
こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
る
。

中
畑
藤
雄
　
昭
和
四
十
四
年
か

ら
五
十
二
年
ま
で
市
浦
村
体
育
指

導
委
員
、
昭
和
四
十
六
年
か
ら
は

市
浦
村
体
育
協
会
副
会
長
と
し
て

以
上
に
わ
た
り
選
手
の
賛
成
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
指
導
に

寄
与
し
た
三
名
と
、
県
内
外
の

各
種
大
会
で
優
勝
し
た
り
、
チ

ー
ム
を
優
勝
に
導
い
た
三
名
が

選
ば
れ
、
俵
谷
佐
之

一
教
育
長

か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
そ
れ
ぞ

れ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、指
導
に
当
た
る
。

一
戸
俊

一　
青
森
県
民
市
町
村

対
抗
体
育
大
会
に
、
昭
和
五
十
年

か
ら
陸
上
競
技
、
砲
丸
投
げ
に
出

場
し
、
優
勝
四
回
、
準
優
勝
二
回

昭
和
五
十
四
年
に
も
砲
丸
投
げ
で

優
勝
し
、
優
秀
な
成
績
を
残
し
た
。

大
沢
丈
徳
　
昭
和
五
十
六
年
度

―

只
８

１

青
森
県
高
校
硬
式
野
球
秋
季
選
手

権
大
会
に
お
い
て
、
木
造
高
校
の

エ
ー
ス
ピ

ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
活
躍

し
、
優
勝
に
導
い
た
。

山
田
伸
悦
　
昭
和
五
十
六
年
度

東
北
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
青

森
県
選
手
団
と
し
て
選
抜
さ
れ
た

こ
と
は
、
個
人
競
技
で
は
優
勝
に

短
　
　
信

今

回

は
時

期

的

に
お

く

れ

ま

し

腋
当

者

が

あ

る
場

合

、

そ

の
年

度

内

に
行

う

こ
と

に
し

て

い
ま
す

。

ん
　
五
月
は
現
況
届
の

議

年鋼電韓
卸̈峰Ⅶ
　
　
　
　
蹄
孵

嘲

”̈
　一中一一柿̈曇］　　̈『̈一鉾一一］始一し一””一。

ゎ／
ヽ

　

は
、
毎
年
五
月
二
十
　
　
支
給
停
止
が
解
除
さ
れ
た
方
、
ま

、
」
　

年 一
卸
肇
鰊

権 ‐こ
者

「『
な
　
　
置
一
椰
碑
導
姓
¨

‐こ 廃
尊
叫
制
い
融

届
」
を
市
町
村
役
場
を
通
じ
て
社
　
　
が
改
定
さ
れ
た
方
は
、
今
年
は
現

会
保
険
事
務
所
に
提
出
す
る
こ
と
　
　
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

に
な

っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
。
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第1回

六
人
の
功
績
を
讃
え
る

市
浦
村

ス
ポ

ー
ツ
賞

市
浦
村
教
育
委
員
会

（俵
谷
　
　
こ
の
賞
は
、
本
村
の
体
育
、

佐
之

一
教
育
長
）
で
は
、
四
月

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
特
に
優
れ
た

十
八
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
市
浦
海

　

実
績
を
残
し
た
個
人
と
団
体
の

洋
セ
ン
タ
ー
で
第

一
回
市
浦
村

　

功
労
を
讃
え
よ
う
と
、
昭
和
五

ス
ポ
ー
ツ
賞
の
授
与
式
を
行

い
、　
十
四
年
四
月
十
三
日
制
定
し
た

こ
れ
ま
で
体
育
や
ス
ポ
ー
ツ
の
　

も
の
で
す
。

振
興
に
優
れ
た
実
績
を
残
し
た
　
　
今
回
の
受
賞
者
は
、
第

一
回

六
人
の
功
績
を
讃
え
ま
し
た
。　
　
目
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
十
年

秋
田
谷
勇
男
　
昭
和
四
十
五
年

か
ら
十
年
間
市
浦
村
体
育
指
導
委

員
を
務
め
、
市
浦
村
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
た
め
活
躍
し
た
。

大沢 丈徳

山田 伸悦

現
況
届
は
、
引
き
続

い
て
年
金

を
受
け
る
た
め
の
大
切
な
手
続
き

で
す
。
現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い

と
、
九
月
期
以
降
の
年
金
の
支
払

い
が

一
時
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
か
ら
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。
用
紙
は
、
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
お
よ
そ

一
ヵ
月
前
に
送
ら

れ
て
き
ま
す
の
で
、
届
き
ま
し
た

ま
た
、
老
齢
年
金
や
通
算
老
齢

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
の
現

況
届
は
、
各
人
の
誕
生
月
の
末
日

ま
で
に
社
会
保
険
庁
に
提
出
す
る

現
況
届
に
つ
い
て
詳
し
く
お
知

り
に
な
り
た
い
方
は
、
市
町
村
役

場
ま
た
は
最
寄
り
の
社
会
保
険
事

務
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

山歩く心にいつも火の用心

今年 もまた山火事発生の危険期

次の ことにご協 力 くだ さい。

■野外 でのた き火は特 に注意 し、

(火 災危険期 には火入禁止期 間

□市浦営林署 (電 話 。2121番 )



村
民
挙
げ
て
事
故
防
止
を

支

部

総

会

で

誓

い

も

新

た

に

の
事
業
計
画
、
予
算
を
承
認
し
た
　
　
高
揚
―
―
を
重
点
目
標
に
活
動
し

あ
と
、
自
川
支
部
長
が

「
若
年
運
　
　
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

転
者
の
無
謀
運
転
の
防
止
と
ヘ
ル
　
　
　
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

メ
ッ
ト
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
。
　

■
十
年
表
彰
者
、
音
田
ル
リ
子
、

交
通
安
全
婦
人
部
の
結
成
を
は
か
　
　
木
村
恒
美
、
佐
藤
健

一
、
山
田
民

り
、
安
全
運
転
の
呼
び
か
け
と
全
　
　
子
、
秋
田
谷
催
子
、
桑
野
尚
子
、

家
庭
が

一
体
と
な

っ
て
交
通
事
故
　
　
奈
良
初
江
、
佐
藤
竹
治
、
山
田
仁

(7}広 報ιメろ

「全家庭が一体となって事故防止に努めます―」太田

金木警察署長の前で童言文を読み上げる自川支部長

■56年の事故発生状況

事故防止に

あなたの自党を

金
木
地
区
交
通
安
全
協
会
市
浦

支
部

⌒白
川
孝
治
支
部
長
）
の
定

例
総
会
が
、
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
の
初
日
で
あ
る
四
月
六
日
基

幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
集

ま

っ
た
約
五
十
人
の
関
係
者
が
、

事
故
防
止
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま

ま
ず
、
自
川
支
部
長
が

「
私
た

ち
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五

名
の
死
者
を
発
生
さ
せ
た
こ
と
は

残
念
で
な
ら
な

い
。
昨
年
の
反
省

に
立

っ
て
、
こ
と
し
こ
そ
は
村
民

挙
げ
て
事
故
防
止
に
つ
と
め
よ
う

こ
の
あ
と
、
無
事
故
無
違
反
の

優
良
運
転
者
に
表
彰
状
の
伝
達
を

し
、
来
賓
と
し
て
出
帝
し
た
太
田

猛
金
木
警
察
署
長
と
山
田
勝
明
村

収
入
役
代
理
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
お
祝

と
激
励
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

続

い
て
、
議
案
を
審
議
。
昨
年

度
の
事
業
報
告
、
決
算
、
新
年
度

防
止
に
努
め
ま
す
ご
と
宣
言
文
を

読
み
上
げ
、
満
場

一
致
で
採
択
し

新
年
度
は
①
若
年
運
転
者
に
よ

る
死
亡
事
故
防
止
、
②
地
域
ぐ
る

み
で
暴
走
、
飲
酒
運
転
を
追
放
、

③
子
供
と
老
人
の
安
全
意
識
の
高

揚
、
④
一
一輪
車
の
運
転
マ
ナ
ー
の

島
津
由
紀
子
、
村
山
テ
リ
、
秋
田

谷
勝
美
、
野
宮
義
孝
、
糸
谷
工
義

宮
川
精

一
、
後
藤
政
信
、
吉
田
勇

横
山
明
子
、
成
田
竹
文
、
工
藤
勲

奈
良
和
子
、
三
和
サ
ツ
、
三
浦
利

武
田
れ
れ
子
、
寺
谷
武
、
藤
田
敬

俵
谷
キ
ミ
エ
、
工
藤
陽
子
、
村
元

悦
子
、
奈
良
キ
ヮ
、
自
川
槙
子
、

市
浦
村
で
は
昨
年

一
年
間
で
、

交
通
事
故
に
よ
る
死
者
が
五
人
も

出
て
、
金
木
警
察
署
管
内
で
も
最

悪
の
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
故
原
因
を
み
ま
す

と
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
暴
走
、
飲

酒
運
転
な
ど
交
通
ル
ー
ル
の
無
視

や
、
ド
ラ
イ
パ
ー
と
し
て
の
モ
ラ

ル
の
低
さ
か
ら
く
る
も
の
ば
か
り

で
し
た
。

ま
た
、
事
故
内
容
を
さ
ら
に
分

折
し
て
み
る
と
、
運
転
者
に
ば
か

り
原
因
が
あ

っ
た
の
で
は
な
く
、

歩
行
者
側
に
も
原
因
が
あ

っ
た
よ

う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。

金
木
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は

ド
ラ
イ
パ
ー
と
し
て
の
モ
ラ
ル
の

向
上
と
社
会
的
責
務
を
自
党
さ
せ

る
と
と
も
に
、
交
通
事
故
の
絶
滅

を
は
か
る
た
め
、
今
年

一
月

一
日

か
ら
十
二
月
二
十

一
日
ま
で
、
支

部
対
抗
の
交
通
安
全

コ
ン
ク
ー
ル

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

運
転
者
と
歩
行
者
が
協
力
し
あ

い
、
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
地

域
に
し
た
い
も
の
で
す
。

三
和
ウ
メ
、
三
浦
栄
子
、
櫛
引
智

恵
、
三
和
文
世
、
工
藤
良
子
、
小

田
桐
栄
子
、
三
上
光
雄
、
後
藤
武

吉
、
三
浦
か
ち
子
、
秋
田
谷
重
蔵

猿
賀
隆
、
工
藤
泰
樹
、
工
藤
育
子

白
川
日
出
男
、
岩
問
い
く
子
、
三

上
進
司
、
萬
谷
チ
ョ
エ
、
安
保
サ

■
十
二
年
表
彰
者
、
武
田
ス
ワ
、

武
田
勲
、
村
山
恭

一
、
村
元
富
弥

奈
良
弘
子
、
村
山
正
臣
、
三
浦
金

五
郎
、
ホ
村
て
る
え
、
下
沢
ハ
ツ

ヨ
、
成
田
勇
蔵
、
九
山
リ
ツ
、
吉

田
重
夫
、
工
藤

一
敏
、
三
上
敬
司

佐
々
木
守
治
、
奈
良
ツ
ル
、
大
性

多
喜
雄
、
林
崎
譲
、
三
和
ケ
ン
コ

西
田
昇
、
米
谷
み
せ
、
村
元
や
し

子
、
白
川
真

一
、
奈
良

ハ
ル
エ
、

工
藤
広
直
、
三
和
信
克
、
青
山

つ

や
、
三
和

一
義
、
笹
山
七
二
郎
、

佐
藤
久
恵
、
本
津
谷
チ
江
、
奈
良

直
美
、
岩
谷
悦
夫
、
鳴
海
あ
き
え

笹
山
カ
ツ
子
、
櫛
引
き
く
子
。

■
二
十
年
表
彰
者
、
村
元
弘
蔵
、

下
山
時
敏
、
自
川
治
二
郎
、
三
和

博
明
、
山
内
久
夫
、
三
上
光
治
、

安
保
静
雄
、
下
沢
園

一
、
新
岡
千

代
治
、
古
川
芳
照
。

■
三
十
年
表
彰
者
、
秋
田
谷
納
、

成
田
清
正
、
奈
良
利
彦
、

■
交
通
功
労
者
＝
個
人
＝
三
浦
兼

四
郎
、
小
笹
原
俊
治
。
＝
団
体
＝

脇
元
小
学
校
、
福
田
石
材
青
森
工

場
。

■
特
別
感
謝
状
　
山
内
久
夫

支
部
対
抗
の

交
通
安
全
コ
ン
ク
ー
ル

ミ安全祈■のだるまミ無事故で両目
パッチリあけたい………。

相
管
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健

康

チ

ェ

ツ
ク

①

市
浦
村
駐
在
保
健
婦
　
佐
　
藤

　

明
　
美

イ
ー
ー
　
　

形

心
臓
が
悪
く
な
る
と
き
は
、
よ

く
前
ぶ
れ
の
症
状
が
で
ま
す
。
た

と

え

ば

、

駅

の
階

段

を

昇

っ
た

り

、

坂

道

を

少

し

歩

い
た

だ

け

で

も

、

心

臓

が

ド

キ

ド

キ

し

て
苦

し

く

な

っ
た

り

、

脈

が

と

ま

っ
た

り

す

る

よ
う
な
症
状
で
す
。
こ
ん
な
と
き

は
す
ぐ
医
者
に
み
て
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
。
胸
の
中
央
部
が
じ
め
つ

け
ら
れ
る
よ
う
に
痛
く
な
る
と
き

は
、
狭
心
症
の
疑
い
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
心
臓
へ
栄
養
を
与
え
て
い

る
冠
状
動
脈
の
流
れ
が
悪
く
な
り
、

心
臓
の
政
素
が
不
足
し
て
お
こ
ろ

病
気
で
す
。

こ
の
冠
状
動
脈
が
硬
く
な
り
、

急
に
流
れ
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
と

心
筋
硬
塞
に
な
り
ま
す
。
左
前
胸

部
の
心
臓
部
か
ら
左
肩
に
か
け
て

の
息
の
上
ま
る
よ
う
な
激
痛
が
そ

の
症
状
で
す
。
四
０
麟
以
上
の
人

に
多
い
病
気
で
す
か
ら
、
健
康
診

断
の
時
、ヽ
心
臓
を
よ
く
み
て
も
ら

昭
和
五
十
五
年
度
も
、
五
十
六

年
度
も
、
死
因
別
死
亡
の
第

一
位

は
、
心
疾
患
で
し
た
。

あ
な
た
の
心
臓
は
ど
の
く
ら
い

強
い
か
、
次
の
十
項
目
で
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

①

坂
道
を
普
通

に
歩

い
て
も
、

胸
が
ド
キ
ド
キ
し
て
く
る
。

②

階
段
を
昇
る
と
忠
切
れ
が
し

て
す
ぐ

ハ
ー

ハ
ー
す
る
。

③

過
労

に
な
る
と
、
夕
方

に
は

顔
や
手
足
が
む
く
む
。

④

た
ば

こ
を
吸
う
と
胸
が
し
め

つ
け
ら
れ
る
よ
う

に
痛
む
。

③

静
か
Ｉ
し
て

い
る
の
に
、
と

き
ど
き
息
苦
し
く
な
る
。

③

昼
間
よ
り
夜
間

の
方
が
尿
量

が
多

い
。

Ｏ

脈
が
と
き
ど
き
止
ま
る
。

③
肩
が
こ
る
。

③
頭

痛
が
す
る
。

⑩
だ
ろ
い
。

ち
に
と
っ
て
よ
り
重
要
な
意
味
合

い
を
持
っ
て
き
ま
す
。

含

民
全
体
の
口
■
〉

平
均
寿
命
の
伸
び
は
心
身
と
も

に
健
康
な
老
人
の
増
加
に
つ
な
が

り
、
ひ
い
で
は
、
働
く
能
力
と
意

欲
を
持
つ
高
年
齢
労
働
者
の
雇
用

問
題
、
長
く
な
っ
た
老
後
の
生
き

が
い
、
地
域
社
会
へ
の
老
人
の
参

加
と
い
っ
た
問
題
を
わ
た
し
た
ち

に
投
げ
か
け
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

す
で
に
老
境
に
あ
る
方
、
こ
れ

か
ら
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
方
も

含
め
で
長
く
な
っ
た
老
後
生
活
の

生
き
が
い
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（跡卿　型縁　一潮　略一

（購綱　」溺　一軸　加一

（嘉輌　紅稀　一軸　庫一

（』喘ル帰〓　一朧　秘一

（「枷美糊“　｛研和嘲一

（は福　彬一　一情　琳一

（狂潟　組「　一時　赫一

（米‐米籍　に一　一輔　勁一

∩
剛
Ｕ

わ
が
国
の
老
年
人
口

（
六
十
五

歳
以
上
の
人
口
）
は
、
戦
後
、
急

速
に
増
加
し
て
き
て
お
り
、
ま
た

今
後
も
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
二
十
年
間
で
詢
二

・
五
倍
に
〉

百
人
の
う
ち
九
人
が
六
十
五
歳

以
上
の
お
年
寄
リ
ト
ー
昭
和
五
十

五
年
現
在
、
六
十
五
歳
以
上
の
老

年
人
口
は

一
千
五
十
七
万
人
で
、

総
人
口
の
九

・
〇
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
三
十
年
前
の
昭
和
二
十
五

年
が
四
百
十
六
万
人
で
し
た
か
ら
、

①

老
年
人
口
は
、
こ
の
間
に
約
二

五
倍
に
な

っ
た
わ
け
で
す
。

ま
た
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

人
口
百
人
に
対
し
十
七
人
が
六
十

五
歳
以
上
の
お
年
守
り
に
な
る
と

い
う
わ
け
で
す
が
、
出
生
率
の
低

下
傾
向
は
な
お
続
く
も
の
と
み
ら

れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、人
口
の
″老

年
化
″
の
速
度
は
推
計
よ
り
も
さ

純

卜
壁

成
田
　
高
志

（脇
元
）
牧
　
視

葛
西
　
孝
生

⌒脇
元
）
俊
　
幸

青
山
　
奈
央

（太
田
）
義
　
教

石
岡
　
成
人

⌒脇
元
）
　

誠

豊
島
　
益
美

（十
三
）
繁
　
信

若
山
　
千
草

（十
三
）
□
　
司

白
川
　
千
草

（相
内
）
　

徹

小
笠
原

一
馬

（相
内
）
英
　
樹

鋼
ト

（車紳　蛛臨　一晴　疇一

（蜘沖
祝「　一構　崎一

か
け
足
で
や
っ
て
く
る
高
齢
化
社
会

も
、
四
・
九
％
か
ら
九
・
〇
％
へ
　
　
ら
に
早
ま
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

と
約
二
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
す
。

こ
の
よ
う
な
老
年
人
回
の
増
加
　
　
　
高
齢
化
社
会
の
封
来
は
、
わ
が

は
、
今
後
も
続
き
、
二
十
二
年
後
　
　
国
の
社
会

。
経
済

。
文
化
な
ど
国

の
昭
和
八
十
年
に
は
二
千
二
百
万
　
　
民
生
活
全
般
に
大
き
な
影
響
を
与

人
を
上
回
り
、
総
人
口
に
占
め
る
　
　
・え
る
も
の
と
予
想
さ
れ
、
な
か
で

割
合
も
十
七
％
を
超
え
る
も
の
と
　
　
も
、
高
齢
者
問
題
は
、
わ
た
し
た ―

史
）０
１

さ
て
、あ
な
た
の
　
　
　
　
　
で
き
る
だ
け
早
く
医
師
の
診
察

判
定
は
…
…

　
　
　
　
を
ぜ
ひ
受
け
る
。

▼
①
、
②
の
人
は
、
早
い
時
期
に
　
　
▼
③
ヽ
③
、
⑩
の
人
は
、
原
因
不

一
度
診
察
を
受
け
る
。　
　
　
　
　
　
明
の
時
は

一
応
心
臓
の
検
査
を

Ｘ
）

∩
ｘ
⑤
、
⑥
、
⑦
の
人
は
、　
　
受
け
る
。

三
上
美
佐
雄

伊
南
政
治
郎

小
林
　
お
り

山
田
　
清
三

福
井
　
ツ
ヤ

秋
田
谷
福
治

山
田
　
佐

一

後
藤
　
政
信

（脇
元
）
６７
歳

（磯
松
）
８５
歳

（相
内
）
９２
歳

⌒脇
元
）
８３
歳

（十
三
）
５４
歳

（相
内
）
５９
歳

（脇
元
）
８．
歳

（磯
松
）
４６
歳


